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稚焦の探集と染色の∵，新法

日下部台．、次郎
　（内海区水産研究所）

Cn　Collection　and　Staining　of　Young－fish．

Daijiro　KUSAKABE

　　An　cnd　cy旦i職der　as　sho、vn　in　Fig．　L　B　w＆s　dev至sed　on　the　haul－net　to　co11ect　young　fishes。・

They7　entering　inf　G　thc　Ret，　are　g飢hcred　arou豆d　the　med正an　tube　alive　and　being　free　from鉱

m．utn＆tion　even　when　the　nct1s　lifted　up．

　　To　observe　the　detai呈s　of　tl〕e　samplesンstaiplng　with重he　dyes　Cyanine5R　or　First　Flack－

8Bisfoundt・glveamuchbe重terco蝕ti・ゑtkanthccases稿アithanyothcrstaining　materials・

asshoWninTableI．

1　緒 雪

　稚魚の研究ほ水産資源の研究や，その培養の問題に肝要であるのほいろまでもないが，査定に当つてほそ

の特徴が成体とほ著しく異り・又細部の発達が不完全であるので・検索は容易でない。之は魚類生活史研究・

上の一隆路と考えられる。以下稚魚研究上好結果を得た方法について報告する。

　尚種々御指導を得た九州大学内田教授，並に本交を草するに当り，種々御助言を得た花岡資｝久保伊津男一

爾博士に厚く御礼申上げますo

豆採隻について

昔通．のPlankton　net式の網では網目がつまつて7採、集が出来なかつたり，叉、底部に押しつけられて損傷1

し・査定上，困難を感ずることが多い。之

を改良する為，筆者ほ最初ン第1図Aの

様に駐etの尻に水抜の穴を作り，その周囲

に凹所があるよ5にし，凹廣亀にはガーゼを

蚤てN曳いてみた。之ほ採集成績は良かつ

免がフnctをあげる時2水が切れて魚体が

むt易するので，次に亜鉛引鉄板で第1図B

のよ5な採集器を作つた所、極めて好成績

を得た。之ほ底都中央に開放の管があつて
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　　F至g、　1　cross－section　of　t互e　of　young－fish・net。

A　　type　with・pockets　　、B．　type　with　e1■d　cylinder。
around　t｝1e　end－cylinder　　　　newly　deviccd

曳網の際，水ほ速かに流出し，奥の採集器に藁り，一曳上げの際ほ，その水の中に入つたま』でいるので，撮

膓を受けることなも且生きたまNなのでう飼育ヌ、査定に便で勘．や。，皿etの口と排水管の口の直径の最適の

比率暫ほ，今後術研究せねばならないであろうo

1953年3月3G臼受理　（印刷費負担）
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盟　標本作製と染色について

　夫だ体色素の発達しない後期仔魚期以前のものほロすぐformalinで殺すとdeformするので，筆者ほ一

Uret砿ne　l叉ほChloretoneを滴下して麻酔させ声Myotomes．　　Ta蓋〉｝e，1　0n　the　sta加五ng　wit｝｝

やVcrtebraeを観察後，formalinで徐々に殺し，F磁ray英　　　　　　　　the　dyes

擁鎌欄て掻定し，縫礁麓作つた・飢騨獣　 ㌃繭∈ff　　喩癌琢
保存するには，蛋白質が凝固するまではPetri皿のよ5な中で　　 …　　　　　 　　　一　　　 一

一昼夜置き’，固定してからにする必要があるo

　之等fomalin固定後の標本の観察に属從来フMethylcn

Blueにょる染色が行われている。しかしこれほ酸化され易く，

又，目光で櫨色するのが速い欠点がある。それで筆者は次の様

な酸性染料の0．05％溶渡に稚魚（、全長8～IO粍のヒイラギ

L厘g耀醜郷卿g6寵θ3虚sを用いた2を5分間浸してン染色の状

況を検鏡比較したo第1表に示すよろに，結果はCyanineと

First　Blackが染色も簡単．で，他のものより遙かに優れている

ことが判つナこ

　鰭の位置，棘や軟条，口の形，驚蓋骨上の棘，鱗等は染色

の前後では観察の容易さに著しい差があるo〔郵g・2・A｝B）

此の方法は非常に簡便であり，稚魚、のみならず，他のものにも
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Naphtol　Yello、v

Or乱nge　嚢

Scare亡む　3R

、7101et　5B

A互phanol　Bra㍉vn

Ml1翫亙g　Grcc皿

Pure　Blue　VX
RlueBlack10B
SolarCyanhle5Rex亡ra
F主rst　Black　8B

Nigroshine　NB

Utopia－sol　Glorious

Methylen　Blue

　　十

　　十

　　十

　　十

　十十

　十十

　十十

　十十

十十十

十十十

　十十

　十十

　十十

利用し得ると、慰われるので，サイヤニy法「cyanlne　Methoのと名付けて推奨したい。

　　　　　Fi宮。

A．　UIlstailled

2Sh・wingtheeffectsofthestaining・

　　　　　　　　　　B，　　Stained　with　Cyanine　5R・
　　　　　　　　（The　colorless　part30f　t註c　fins　became　clear）




